
田尻副会長による定期大会開会のことば

～大会特集号～

２面　会長あいさつ、論説

３面　当面の問題シリーズ

４～６面　第�回定期大会議案

　　　　　第３号議案～第６号議案

　　　　　質疑応答、来賓あいさつ

　東京税政連では令和７年１月１

日発行の本紙１面に掲載する新春

写真を募集します。奮ってご応募

ください。

◎テーマ　自由。新年号にふさわ

しいもの。タイトルを

添えて。

◎サイズ　Ａ４ヨコで掲載します。

◎条　件　税理士が撮影したもので、日税連、日

税政、東京会等に応募していない作品。

◎送付方法　データをメールにて送付。

◎締　切　令和６年�月２日（月）

◎送付先　Ｅ―Ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｔｏｚｅｉｓｅｉ．ｊｐ

※ご不明な点は、本連盟事務局（☎�―３３５６―４４

７９）までお問い合わせください。

　去る１０月２７日行われた衆議院議員総選挙において、本連

盟が推薦し当選した候補者は、次のとおりである。

以上、２５名（東京都小選挙区＝２４名　比例東京ブロック＝１名）

　（敬称略・順不同）

東京１区　海江田万里（立憲・前）

東京２区　辻　　清人（自民・前）

東京３区　石原　宏高（自民・前）

比東京３区　阿部祐美子（立憲・新）▢

東京４区　平　　将明（自民・前）

東京６区　落合　貴之（立憲・前）

東京７区　松尾　明弘（立憲・元）

東京９区　山岸　一生（立憲・前）

東京１０区　鈴木　隼人（自民・前）

東京１２区　高木　　啓（自民・前）

東京１３区　土田　　慎（自民・前）

東京１４区　松島みどり（自民・前）

東京１６区　大西　洋平（自民・新）

東京１８区　福田かおる（自民・新）

東京１９区　末松　義規（立憲・前）

比東京１９区　松本　洋平（自民・前）▢

東京２０区　木原　誠二（自民・前）

東京２１区　大河原雅子（立憲・前）

東京２２区　山花　郁夫（立憲・元）

比東京２２区　伊藤　達也（自民・前）▢

東京２５区　井上　信治（自民・前）

東京２６区　松原　　仁（無 ・前）

東京２９区　岡本　三成（公明・前）

比東京３０区　長島　昭久（自民・前）▢

比例東京　大৿江里子（公明・新）

　本連盟は９月�日、京王

プラザホテルにおいて第�

回定期大会を開催した。

　大会に先立ち、宮沢洋一

参議院議員（自民税調会長）

による「今後の税制改正に

おける課題と自民税調の役

割」をテーマとした研修会

を開催し、多数の会員が出

席した。

　大会では、議長に坂田覚

副会長、副議長に吉野隆雄

代議員（神田税政連）、星

野典子代議員（本郷税政連）

が選任され、令和５年度運

動経過並びに組織活動報

告、令和６年度運動方針、

同組織活動方針、同収支予

算など全６議案が原案どお

り承認された。

懇
親
会
で
の
万
歳
三
唱

　定期大会終了後、会場を

移して懇親会を開催した。

内藤信子顧問による乾杯の

後、出席した国会議員、都

議会議員などからあいさつ

があった。最後に德重寛之

顧問の万歳三唱により、盛

大に終了した。

Ⅰ
　
衆
議
院
総
選
挙
へ
の
対
応

　
小
選
挙
区
の
新
区
割
に
よ
る

衆
議
院
議
員
選
挙
が
�
月
�
日

投
開
票
で
実
施
さ
れ
た
。

　
我
々
は
議
員
に
対
し
て
毎
年

何
度
も
税
制
改
正
を
要
望
し
て

い
る
が
、
議
員
に
と
っ
て
「
選

挙
」
は
何
年
か
に
一
度
の
最
も

支
援
を
し
て
ほ
し
い
機
会
で
あ

る
。
今
後
の
税
理
士
会
の
要
望

実
現
の
た
め
に
も
、
ま
た
、
日

頃
の
恩
返
し
の
た
め
に
も
、
し

っ
か
り
と
推
薦
議
員
を
国
会
に

送
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
応

援
活
動
等
を
さ
れ
た
各
単
位
税

政
連
の
役
員
や
会
員
の
皆
様
に

は
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。

　
さ
て
、
昨
年
来
、
社
会
的
問

題
と
な
っ
て
い
る
自
民
党
೿
閥

パ
ー
テ
ィ
ー
に
係
る
政
治
資
金

収
支
報
告
書
不
記
載
事
案
に
関

し
、
自
民
党
の
処
分
議
員
に
対

す
る
当
連
盟
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
会
員
か
ら
も
様
々
な
意
見

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て

判
断
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
本
連
盟
は
、
幹
事
会
等
に
お

い
て
様
々
な
検
討
を
行
い
、
次

の
方
針
を
確
認
し
た
。

１
�
自
民
党
か
ら
処
分
を
受
け

た
こ
と
の
み
を
取
り
上
げ
て
本

連
盟
の
対
応
を
決
定
し
な
い
。

２
�
本
連
盟
は
、
単
位
税
政
連

及
び
税
理
士
後
援
会
に
対
し
、

処
分
議
員
に
対
し
て
説
明
を
求

め
る
な
ど
の
対
応
は
必
要
に
応

じ
て
行
う
が
、
関
係
を
解
消
す

る
な
ど
は
行
わ
な
い
よ
う
に
依

頼
す
る
。

３
�
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
改

め
て
次
回
衆
議
院
選
挙
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て
は
、
税
理
士

制
度
や
税
制
改
正
等
に
対
す
る

取
組
や
こ
れ
ま
で
の
実
績
、
そ

れ
ぞ
れ
の
単
位
税
政
連
と
の
関

係
性
、
今
後
の
展
望
等
を
踏
ま

え
る
こ
と
と
し
て
、
各
単
位
税

政
連
に
判
断
を
委
ね
る
。

　
本
連
盟
で
は
、今
後
の
国
政
、

地
方
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て
も
、
税
理
士
会

へ
の
貢
献
度
、実
績
や
将
来
性
、

ま
た
会
員
や
国
民
感
情
を
考
慮

し
慎
重
な
判
断
を
し
て
い
く
。

Ⅱ
　
税
制
改
正
へ
の
取
り
組
み

　
今
年
度
は
、
以
下
の
項
目
を

重
点
に
陳
情
活
動
を
行
う
。

①
　
中
小
企
業
の
法
人
税
の
軽

減
税
率
の
継
続

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
際
、

標
準
税
率
�
％
か
ら
�
％
に
引

き
下
げ
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物

価
高
な
ど
に
よ
り
延
長
さ
れ
て

き
た
が
、
い
ま
だ
経
済
の
先
行

き
不
安
定
性
が
予
想
さ
れ
る

中
、
中
小
企
業
者
等
の
法
人
税

率
の
特
例
に
つ
い
て
は
延
長
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

②
　
所
得
税
の
確
定
申
告
期
限

の
拡
大

　
か
ね
て
よ
り
申
告
期
限
の
延

長
を
要
望
し
て
い
る
が
、
今
年

度
も
年
末
調
整
の
実
施
時
期
等

の
見
直
し
を
含
め
所
得
税
確
定

申
告
に
つ
い
て
は
、
１
か
月
な

い
し
は
せ
め
て
消
費
税
の
申
告

期
限
で
あ
る
３
月
�
日
ま
で
の

延
長
を
要
望
す
る
。

③
　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に

伴
う
各
種
特
例
措
置
の
継
続

　
小
規
模
事
業
者
に
係
る
税
額

控
除
に
関
す
る
経
過
措
置
（
２

割
特
例
）
、
免
税
事
業
者
等
か

ら
の
課
税
仕
入
れ
に
係
る
経
過

措
置
（
８
割
特
例
）
等
の
令
和

８
年
９
月
�
日
ま
で
と
さ
れ
て

い
る
期
限
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
制
度
が
安
定
し
定
着
す
る

ま
で
の
間
延
長
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

Ⅲ
　
組
織
率
向
上
へ
の
施
策

　
組
織
率
向
上
の
課
題
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
単
位
税
政
連

に
会
員
૿
強
の
依
頼
を
し
、
フ

ェ
イ
ス
ト
ゥ
フ
ェ
イ
ス
を
原
則

に
一
人
ず
つ
地
道
に
会
員
数
を

伸
ば
す
と
同
時
に
、
各
税
政
連

に
対
し
て
「
単
位
税
政
連
規
໿

ひ
な
形
」
へ
の
規
໿
改
正
の
審

議
に
入
る
よ
う
更
に
依
頼
し
て

い
く
。
現
在
�
の
単
位
税
政
連

で
変
更
済
み
で
あ
る
。

　
「
税
理
士
」
と
し
て
仕
事
を

す
る
う
え
で
税
理
士
会
員
が
税

理
士
政
治
連
盟
の
構
成
員
で
あ

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
い
え

る
。
こ
の
こ
と
を
単
位
税
政
連

役
員
、
税
理
士
会
支
部
の
幹
事

と
も
意
識
を
共
有
し
、
税
理
士

会
と
連
携
し
て
特
に
新
入
会
員

の
加
入
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

　
元
日
の
能
登
半
島
地
震
で
幕

を
開
け
た
２
０
２
４
年
だ
が
、

８
か
月
が
過
ぎ
て
支
援
の
縮
小

・
廃
止
と
聞
き
、
避
難
所
や
仮

設
住
宅
で
の
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
方
々
に
手
厚
い
支

援
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か

甚
だ
疑
問
を
感
じ
る
▼
夏
に
は

日
本
各
地
で
猛
暑
日
や
酷
暑
日

を
更
新
し
、
も
は
や
亜
熱
帯
地

域
だ
と
称
す
る
人
も
い
る
ほ
ど

の
暑
い
夏
と
な
り
ク
ー
ラ
ー
な

ど
の
電
力
使
用
量
も
う
な
ぎ
上

り
で
、
音
を
上
げ
た
人
も
多
数

に
及
ん
だ
▼
ス
ポ
ー
ツ
で
は
７

月
に
開
幕
し
た
パ
リ
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
、
新
種
目
の
ブ
レ
イ

キ
ン
や
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
筆
頭

に
金
メ
ダ
ル
�
個
、
合
計
で
�

個
の
メ
ダ
ル
、
８
月
の
パ
リ
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
車
い

す
ラ
グ
ビ
ー
や
女
子
卓
球
、
そ

し
て
車
い
す
テ
ニ
ス
な
ど
�
個

の
金
メ
ダ
ル
を
含
む
�
個
の
メ

ダ
ル
と
熱
い
競
技
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
ま
た
、
ド
ジ
ャ
ー
ス

大
谷
の
『
�
―
�
』
に
熱
き
声

援
を
送
っ
た
人
も
い
る
で
し
ょ

う
▼
さ
て
、
税
政
連
も
関
係
す

る
政
治
の
世
界
を
み
る
と
、
海

の
向
こ
う
ア
メ
リ
カ
で
は
前
大

統
領
と
、
初
の
女
性
大
統
領
を

目
指
す
現
職
の
副
大
統
領
と
の

一
騎
打
ち
と
な
り
、国
内
で
は
、

各
党
が
総
裁
選
や
代
表
選
を
行

い
財
政
や
様
々
な
討
論
が
行
わ

れ
た
。
折
り
し
も
、
先
日
行
わ

れ
た
衆
議
院
選
挙
で
は
、
与
党

の
自
民
、公
明
の
獲
得
議
席
は
、

２
１
５
議
席
と
な
り
過
半
数
を

下
回
っ
た
。
政
治
は
国
民
の
熱

い
期
待
に
応
え
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。
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〇
は
じ
め
に

　
今
年
の
夏

は
パ
リ
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク

で
、
私
た
ち

は
国
を
代
表

す
る
選
手
達

を
応
援
し
、

選
手
と
私
た
ち
が
一
体
化
し

た
感
動
の
余
韻
が
未
だ
残
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
我
が
国

の
税
制
に
お
い
て
は
昨
年
�

月
か
ら
課
題
の
多
い
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
、
納

税
者
の
み
な
ら
ず
我
々
「
税

理
士
」
に
も
大
き
く
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

「
税
政
連
」
も
「
税
理
士
会
」

と
の
連
携
・
一
体
化
に
努

め
、
理
想
的
な
姿
を
追
い
求

め
て
い
ま
す
。

〇
税
理
士
政
治
連
盟
は
な
ぜ

必
要
か

　
一
言
で
言
え
ば
「
税
理
士

会
」
の
限
界
で
す
。
ご
存
じ

の
と
お
り
「
税
理
士
会
」
の

要
望
に
つ
い
て
「
行
政
府
」

と
の
折
衝
は
可
能
で
す
が
、

「
立
法
府
」
へ
の
政
治
活
動

に
は
制
໿
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
要
望
実
現
の
た
め
に

「
税
政
連
」
と
い
う
組
織
が

国
会
議
員
（
立
法
府
）
に
直

接
働
き
か
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

〇
立
法
府
へ
の
働
き
か
け

　
嬉
し
い
こ
と
に
最
近
は

「
税
政
連
」
が
税
の
専
門
家

と
し
て
認
識
さ
れ
、
国
会
議

員
と
質
疑
応
答
の
機
会
も
多

く
、
そ
の
啓
蒙
活
動
を
も
含

め
て
、
「
一
時
的
」
で
は
な
く

「
継
続
的
」
な
活
動
に
な
っ
て

い
ま
す
。
も
し
「
望
ま
な
い

方
向
へ
の
税
制
改
正
」
が
あ

れ
ば
、
根
気
よ
く
理
解
を
求

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〇
ど
の
政
党
を
支
持
し
て
い

る
の
か

　
「
税
理
士
」
も
考
え
方
・

主
義
・
主
張
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
。
「
税
政
連
」
は

「
税
理
士
会
」
の
要
望
実
現

へ
向
け
た
「
限
定
し
た
活
動
」

で
す
。
そ
れ
故
、
特
定
の
政

党
を
支
持
せ
ず
、
「
税
理
士

会
」
の
活
動
に
理
解
あ
る
政

党
や
国
会
議
員
に
対
し
、
与

野
党
を
問
わ
ず
陳
情
活
動
を

行
い
ま
す
。

〇
地
味
な
税
政
連
活
動

　
例
え
ば
、
翌
令
和
７
年
度

税
制
改
正
に
関
し
て
は
、
幸

い
首
都
圏
に
身
を
置
く
立
場

と
し
て
、
本
年
も
５
月
か
ら

国
会
議
員
に
早
期
の
一
斉
陳

情
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た

日
頃
は
税
政
連
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
充
実
、
年
４
回
の
機

関
紙
発
行
、
「
税
理
士
会
と

の
共
催
に
よ
る
合
同
セ
ミ
ナ

ー
」
、
「
各
政
党
と
の
懇
談

会
」
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
「
国
税
当
局
と

の
勉
強
会
」
等
々
、
地
味
な

Ｐ
Ｒ
活
動
に
徹
し
て
い
ま

す
。

〇
税
政
連
会
員
と
会
費
と
の

関
係

　
「
税
理
士
会
」
の
税
制
改

正
要
望
と
、
そ
の
実
現
を
求

め
る
「
税
政
連
」
の
活
動
は
、

主
と
し
て
会
費
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
、
「
税
政
連
」
が
「
税

制
改
正
」
で
納
税
者
の
「
願

い
」
を
国
政
に
届
け
る
使
命

を
負
い
、
そ
の
活
動
成
果
を

税
理
士
全
員
と
喜
び
を
分
か

ち
合
う
関
係
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
会
費
は
先
兵
と

な
っ
て
働
く
税
政
連
へ
の
応

援
の
意
味
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
郊
外
か
ら
の
税
政
連
委

員
に
対
し
、
「
実
費
相
当
額

の
交
通
費
を
超
え
る
活
動
」

で
、
使
命
感
に
甘
え
ざ
る
を

得
な
い
現
状
は
、
本
来
の
姿

に
欠
け
、
組
織
率
１
０
０
％

に
向
け
て
の
財
政
改
善
が
望

ま
れ
ま
す
。
　

〇
よ
り
良
き
「
税
制
改
正
」

へ
の
願
い

　
こ
の
よ
う
に
「
税
理
士
」
、

「
税
理
士
会
」
さ
ら
に
は
「
納

税
者
」
の
願
い
を
受
け
て
「
税

政
連
」
が
「
税
制
改
正
」
の

先
兵
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
夢
実
現
に
向

け
て
日
頃
「
税
政
連
」
が
活

動
し
て
い
る
中
で
、
時
に
は

目
に
見
え
な
い
大
き
な
障
壁

を
感
じ
つ
つ
、
「
雨
だ
れ
の

う
が

一
滴
が
石
を
も
穿
つ
」
の
心

境
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ん
と
の
共
通
の
夢
が
正
夢
に

な
る
ま
で
、
辛
抱
強
く
共
に

歩
み
続
け
ま
せ
ん
か
！

※郵便振込用紙を同封しておりますので、ご利用ください。

「税政連サポート募金」は政治資金規正法の関係上、個

人の税理士の方を対象としております。法人にお勤めの

方がお振込をされる場合は、個人名をご記入くださいま

すようお願い申し上げます。また、個人の方についても

日本国籍を有する方に限らせていただきます。（規正法

第�条、第�条の５）

　本連盟は、国民のための税理士制度及び租税制度を確立

するために必要な政治活動を行っています。

　税政連へのご協力をお願いいたします。

勉強会であいさつする片山議員

　
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
東

京
税
理
士
政
治
連
盟
会
長
の
名

倉
で
す
。

　
本
日
は
本
連
盟
の
第
�
回
定

期
大
会
に
多
数
の
ご
来
賓
、
代

議
員
、
会
員
の
皆
様
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
１
年
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
昨
年
の
５
月
に
新

型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
ま

し
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
前
の
通
常

の
活
動
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
例
年
に
な
い
活
動
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
２
年
に
一
度
開
催

の
東
日
本
六
税
政
連
役

員
連
絡
協
議
会
を
本
年

４
月
に
本
連
盟
が
当
番

会
と
し
て
、
こ
こ
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催

を
い
た
し
ま
し
た
。
協

議
テ
ー
マ
で
あ
る
組
織

率
向
上
に
向
け
た
取
組

み
及
び
財
政
状
況
に
つ
い
て
、

ど
の
単
位
税
政
連
も
同
じ
悩
み

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

よ
く
分
か
っ
て
、
共
感
で
き
た

良
い
協
議
会
に
な
っ
た
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
国
会
陳
情
で
す
が
、
昨

年
５
月
の
早
期
陳
情
、
そ
れ
か

ら
８
月
の
一
斉
陳
情
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
法
人
版
事

業
承
継
税
制
・
特
例
承
継
計
画

の
提
出
期
限
の
延
長
、
賃
上
げ

促
進
税
制
に
関
す
る
繰
越
控
除

制
度
の
創
設
な
ど
が
実
現
し
ま

し
た
。

　
本
年
８
月
の
国
会
陳
情
は
、

日
税
連
の
建
議
書
に
基
づ
き
、

中
小
企
業
等
の
軽
減
税
率
の
延

長
、
確
定
申
告
期
間
の
拡
大
、

消
費
税
の
単
一
税
率
化
を
中
心

に
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
自
民
党
と
の
朝
食
懇

談
会
に
つ
い
て
も
、
４
年
ぶ
り

に
再
開
し
、
議
員
に
我
々
の
要

望
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
た
だ
い
ま
自
民
党
総

裁
選
真
っ
た
だ
中
で
あ
り
ま

す
。
政
治
資
金
規
正
法
に
つ
い

て
は
対
応
が
ま
だ
不
十
分
で
あ

り
ま
す
の
で
、
次
の
リ
ー
ダ
ー

に
は
し
っ
か
り
と
改
革
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
自
民
党
総
裁
選
挙
に
続
い
て

実
施
が
予
想
さ
れ
る
衆
議
院
選

挙
に
つ
い
て
は
、
本
連
盟
も
十

分
に
準
備
を
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
現
在
、
三
次
推
薦
を

各
単
位
税
政
連
に
お
願
い
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
組
織
率
の
向
上
に
関

連
し
て
、
単
位
税
政
連
に
は
、

支
部
の
会
員
全
て
で
構
成
さ
れ

る
旨
の
規
໿
改
正
を
各
単
位
税

政
連
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
改
正
さ
れ

た
の
は
�
単
位
税
政
連
の
う
ち

半
分
程
度
で
す
。
こ
れ
を
進
め

る
と
、
税
理
士
会
員
全
員
に
会

費
納
入
の
お
願
い
が
で
き
ま
す

の
で
、
是
非
改
正
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
本
年
も
会
員
数
は
若
干
減
少

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
誠
に
残

念
で
す
。
会
員
の
૿
強
に
つ
い

て
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
も
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
本
日
は
、
こ
の
一
年
の
総
決

算
で
す
の
で
、
是
非
と
も
忌
憚

の
な
い
ご
意
見
を
出
し
て
い
た

だ
い
て
、
こ
の
大
会
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。税

制
改
正
勉
強
会
を
開
催

　
本
連
盟
は
�
月
�
日
、
令
和

７
年
度
税
制
改
正
の
動
向
に
関

す
る
勉
強
会
を
参
議
院
議
員
会

館
で
開
催
し
た
（
東
京
税
理
士

会
と
の
共
催
）
。
こ
の
勉
強
会

は
、
片
山
さ
つ
き
参
議
院
議
員

の
提
案
に
よ
り
例
年
こ
の
時
期

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
各
省

庁
の
担
当
官
か
ら
説
明
を
受
け

質
疑
応
答
を
通
じ
て
税
制
改
正

の
動
向
を
捉
え
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

　
当
日
は
、
財
務
省
、
国
税
庁
、

金
融
庁
、
総
務
省
、
経
済
産
業

省
、
中
小
企
業
庁
及
び
デ
ジ
タ

ル
庁
か
ら
税
制
関
係
担
当
官
�

名
が
説
明
を
行
っ
た
。
事
前
申

込
み
を
し
た
会
員
が
多
数
出
席

し
、
多
く
の
質
問
を
し
て
、
熱

心
に
受
講
し
た
。

　
ま
た
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙

の
最
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片

山
議
員
が
駆
け
つ
け
、
あ
い
さ

つ
し
た
。

東 京 税 政 連 （２）第２３７号２０２４年（令和６年）１１月１日（金曜日） 　 　



（図表）ＡＩ・ロボットに対する課税のアプローチ

　 課税方法 概要

ロボットへの
直接課税

ロボット・ストック税 ロボットの保有に対する税

ロボット帰属給与税 ロボットの仮想的な給与に課税

代替的な課税
マークアップ税 ロボットの貢献による超過利潤に課税

自動化税 解雇が自動化による場合の追加的課税

＊参考文献を基に筆者作成

Ⅰ
　
は
じ
め
に

　
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
利
用

が
急
速
に
拡
が
る
中
、
Ａ
Ｉ
や

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
仕
事
の
自
動

化
は
社
会
や
経
済
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
も
た
ら
す
の
だ
ろ
う

か
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
に
代
表
さ
れ
る
技

術
進
歩
に
は
、
光
と
影
が
あ
る
。

光
は
「
生
産
性
や
付
加
価
値
の

向
上
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
実

証
研
究
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

影
は
「
雇
用
の
喪
失
や
格
差
の

拡
大
」
で
あ
り
、
税
収
や
社
会

保
険
料
収
入
の
深
刻
な
減
少
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
欧
米
を
中
心

と
し
て
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
へ

の
課
税
（
以
下
「
ロ
ボ
ッ
ト
課

税
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
研

究
が
૿
え
つ
つ
あ
る
。
そ
の
端

緒
と
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
７

年
に
欧
州
議
会
法
務
委
員
会
が

ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
課
税
を
検
討
す

る
必
要
性
に
言
及
し
、
そ
れ
に

対
し
て
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
氏
が
肯

定
的
な
見
解
を
示
し
た
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
本
稿
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
課
税
を

め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
見
て
み

た
い
。
　

Ⅱ
　
業
務
の
自
動
化
が
も
た
ら

す
雇
用
へ
の
懸
念
と
は

　
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
こ
れ

ま
で
人
間
が
行
っ
て
い
た
活
動

の
一
部
を
自
動
化
し
、
機
械
的

自
立
性
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

人
間
に
よ
る
制
御
を
全
く
必
要

と
し
な
い
環
境
下
で
も
作
動

し
、
適
応
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な

ぜ
ロ
ボ
ッ
ト
課
税
の
議
論
を
行

う
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
次
の
三
つ
の
懸
念
に

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
自

動
化
が
人
間
の
雇
用
を
奪
う
こ

と
へ
の
懸
念

②
経
済
的
不
平
等
の
拡
大
へ
の

懸
念
（
自
動
化
に
よ
っ
て
௿
・

中
ス
キ
ル
労
働
者
の
賃
金
が
下

が
る
一
方
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
所

有
す
る
資
本
家
の
利
益
は
૿
大

し
、
所
得
や
労
働
分
配
率
の
௿

下
が
格
差
を
拡
大
す
る
）

③
税
収
減
や
社
会
保
障
財
源
の

枯
渇
を
も
た
ら
す
こ
と
へ
の
懸

念
（
雇
用
へ
の
影
響
を
通
じ
た

課
税
ベ
ー
ス
の
喪
失
に
よ
る
所

得
税
収
や
社
会
保
険
料
の
収
入

が
減
少
す
る
一
方
で
、
格
差
拡

大
に
よ
る
失
業
給
付
の
支
出
૿

が
生
じ
る
）

　
こ
れ
ら
の
懸
念
へ
の
対
応
策

と
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
課
税
に
白

羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
自
動
化
の
進
展
が

雇
用
に
与
え
る
影
響
は
デ
メ
リ

ッ
ト
ば
か
り
で
は
な
い
と
の
指

摘
も
あ
る
。
日
本
や
ド
イ
ツ
の

よ
う
に
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
等
に
よ
っ
て
労
働
人
口
の

深
刻
な
減
少
に
直
面
し
て
い
る

国
々
は
、
自
動
化
の
進
展
に
よ

っ
て
、
移
民
に
頼
る
こ
と
な
く

経
済
規
模
を
維
持
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
楽
観
的

な
見
方
も
あ
る
。

Ⅲ
　
ロ
ボ
ッ
ト
課
税
の
問
題
点

　
ロ
ボ
ッ
ト
課
税
を
め
ぐ
っ
て

は
賛
否
両
論
が
入
り
乱
れ
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
次
の
四

つ
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
課
税
へ

の
反
対
論
者
が
最
も
強
調
す
る

の
が
、
技
術
進
歩
や
物
的
資
本

へ
の
投
資
を
阻
害
す
る
点
で
あ

る
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
企
業
に
と
っ

て
中
間
投
入
要
素
で
あ
り
、
そ

こ
に
課
税
す
れ
ば
、
資
本
蓄
積

が
遅
れ
、
長
期
的
に
生
産
性
の

向
上
を
阻
害
す
る
と
さ
れ
る
。

実
は
、
こ
の
考
え
方
は
賛
成
೿

に
も
共
有
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

上
で
、
経
済
格
差
の
縮
小
の
た

め
に
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
課
税
を
容

認
す
る
か
、
投
資
を
阻
害
し
に

く
い
代
替
的
方
法
を
模
索
す
べ

き
と
す
る
か
で
、
賛
成
論
者
の

立
場
も
分
か
れ
て
く
る
。

　
第
二
に
、
対
象
と
な
る
ロ
ボ

ッ
ト
の
定
義
が
極
め
て
困
難
と

い
う
点
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
が
実
装

さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
に
物

理
的
な
存
在
を
前
提
と
す
る
の

か
、
無
形
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
ど
う
扱
う
の

か
と
い
っ
た
論
点
に
つ
い
て
、

税
法
上
明
確
に
規
定
し
、
し
か

も
運
用
面
で
混
乱
し
な
い
よ
う

な
仕
組
み
を
講
じ
る
の
は
容
易

で
は
な
い
。
課
税
要
件
の
不
確

実
性
は
租
税
回
避
を
誘
発
す
る

と
い
っ
た
指
摘
も
な
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
定
義
づ
け
の
困
難
さ

も
ロ
ボ
ッ
ト
課
税
へ
の
賛
否
に

か
か
わ
ら
ず
、
共
通
認
識
と
さ

れ
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
直

接
課
税
よ
り
も
何
ら
か
の
間
接

的
な
課
税
方
法
に
よ
っ
て
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
定
義
を
回
避
す
る
提

案
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
は
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト

に
よ
る
自
動
化
が
進
展
し
て

も
、
税
収
が
減
少
す
る
と
は
限

ら
な
い
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、

失
業
者
の
૿
加
で
所
得
税
収
が

減
少
し
て
も
生
産
性
向
上
に
よ

り
企
業
利
益
が
拡
大
す
れ
ば
、

法
人
税
収
は
૿
加
す
る
。
し
か

し
、
一
般
的
に
法
人
税
率
は
所

得
税
率
よ
り
も
௿
い
傾
向
に
あ

る
た
め
、
所
得
税
収
の
損
失
を

完
全
に
は
相
殺
で
き
な
い
と
の

指
摘
も
あ
る
。
一
方
で
、
௿
賃

金
労
働
者
が
減
っ
て
、
高
賃
金

労
働
者
が
૿
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
所
得
税
率
は
累
進
的
で
あ

る
た
め
、
所
得
税
は
૿
加
す
る

可
能
性
も
示
唆
さ
れ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
税
収
の
行
方
は
各

国
の
税
制
や
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト

が
も
た
ら
す
雇
用
へ
の
影
響
度

合
い
に
よ
っ
て
、
帰
結
が
異
な

る
こ
と
に
な
る
。

　
第
四
は
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト

と
い
う
生
産
資
本
は
海
外
に
容

易
に
移
転
で
き
る
こ
と
か
ら
、

あ
る
国
が
ロ
ボ
ッ
ト
課
税
を
導

入
す
れ
ば
他
国
に
生
産
能
力
が

流
出
す
る
だ
け
で
実
効
性
に
乏

し
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
国
際

的
な
協
調
の
下
で
導
入
を
進
め

る
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る

が
、
国
際
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
る
に
は
相
当
の
時
間
を
要
す

る
と
思
わ
れ
る
。

Ⅳ
　
ロ
ボ
ッ
ト
課
税
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ

　
ロ
ボ
ッ
ト
課
税
の
提
案
に

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
直
接
課
税

と
代
替
的
な
課
税
の
二
つ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
（
図
表
）
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
・
ス
ト
ッ
ク
税

は
、
企
業
が
保
有
す
る
Ａ
Ｉ
や

ロ
ボ
ッ
ト
の
ス
ト
ッ
ク
（
資
産

計
上
価
額
）
に
対
す
る
課
税
で

あ
る
。
米
国
で
は
最
適
な
ロ
ボ

ッ
ト
税
率
を
試
算
す
る
研
究
が

行
わ
れ
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
に

よ
っ
て
職
を
失
っ
た
現
在
世
代

の
労
働
者
へ
所
得
再
分
配
を
行

う
た
め
に
、
最
初
の
�
年
間
は

税
率
７
％
と
高
く
設
定
し
、
そ

の
後
�
年
ご
と
に
３
％
、
１
％

と
逓
減
さ
せ
、
最
初
の
世
代
が

引
退
を
迎
え
た
ら
０
％
と
す
る

最
適
税
率
を
推
計
し
た
研
究
も

あ
る
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
帰
属
給
与
税
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
が
人
間
と
同
じ
仕
事

を
行
っ
た
と
仮
定
し
、
ロ
ボ
ッ

ト
が
得
る
仮
想
的
な
給
与
に
所

得
税
や
社
会
保
険
料
を
課
す
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
企
業
が
納

税
義
務
者
と
な
る
。
労
働
者
の

雇
用
と
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
使

用
に
対
し
て
中
立
的
で
あ
る

が
、
企
業
に
対
す
る
法
人
税
と

の
二
重
課
税
を
回
避
す
る
た
め

帰
属
給
与
税
の
損
金
算
入
を
認

め
る
べ
き
か
、
そ
の
際
、
ロ
ボ

ッ
ト
の
減
価
償
却
を
認
め
る
と

二
重
の
損
金
計
上
が
可
能
と
な

る
た
め
、
制
度
設
計
が
極
め
て

困
難
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
税
は
、
市
場

独
占
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
超
過

利
潤
に
対
す
る
課
税
で
あ
り
、

自
動
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る

企
業
ほ
ど
市
場
支
配
力
が
強
い

と
い
う
分
析
か
ら
着
想
を
得
た

案
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
超
過

利
潤
へ
の
課
税
は
企
業
の
投
資

行
動
に
影
響
し
な
い
と
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
定
義

を
曖
昧
に
し
た
ま
ま
で
も
一
定

程
度
は
正
当
化
さ
れ
得
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　
自
動
化
税
は
、
解
雇
が
自
動

化
に
よ
る
場
合
に
解
雇
率
等
に

応
じ
て
追
加
的
に
課
税
す
る
案

で
あ
る
。
た
だ
し
、
解
雇
が
自

動
化
に
よ
る
の
か
否
か
の
判
定

や
基
準
と
な
る
自
動
化
割
合
の

設
定
の
困
難
さ
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
当
初
か
ら
労
働

者
を
雇
わ
ず
に
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ

ト
を
導
入
し
て
起
業
し
た
場
合

の
問
題
も
あ
る
。

Ⅴ
　
お
わ
り
に

　
ロ
ボ
ッ
ト
課
税
は
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
と
そ
れ
ら
が
も
た
ら

す
経
済
成
長
を
阻
害
す
る
と
し

て
、
反
対
意
見
も
多
く
、
導
入

し
た
国
は
い
ま
だ
な
い
。

　
わ
が
国
で
は
、
昨
年
６
月
の

政
府
税
制
調
査
会
の
答
申
（
ｐ

�
～
�
）
に
お
い
て
、
ロ
ボ
ッ

ト
課
税
へ
の
直
接
的
な
言
及
は

な
い
も
の
の
、
所
得
の
源
泉
が

従
来
の
労
働
や
実
物
資
本
に
代

わ
っ
て
、
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
等
の

無
形
資
産
の
比
重
が
高
ま
り
つ

つ
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
勝
者
総

取
り
と
い
わ
れ
る
所
得
の
集
中

化
、
格
差
拡
大
な
ど
所
得
分
布

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
先
の
自
民
党
総
裁
選

に
お
い
て
は
、
解
雇
規
制
の
緩

和
が
争
点
の
一
つ
と
な
っ
た
。

労
働
市
場
を
流
動
化
さ
せ
る
政

策
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
正
社
員

に
換
わ
っ
て
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト

に
よ
る
自
動
化
へ
の
転
換
と
な

る
可
能
性
は
完
全
な
る
杞
憂
で

あ
る
と
は
論
断
で
き
な
い
。

　
自
動
化
の
進
展
に
よ
る
弊
害

を
ロ
ボ
ッ
ト
課
税
の
み
に
解
決

策
を
求
め
る
必
要
は
な
い
が
、

技
術
進
歩
が
も
た
ら
す
雇
用
へ

の
マ
イ
ナ
ス
面
の
対
応
策
と
し

て
、
ロ
ボ
ッ
ト
課
税
を
め
ぐ
る

議
論
の
現
在
地
を
知
っ
て
お
く

こ
と
は
、
今
後
の
議
論
を
深
め

る
う
え
で
も
有
用
で
あ
る
。

（
政
策
委
員
長
・
湊
昭
子
）

【
参
考
文
献
】

・
泉
絢
也
「
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト

税
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議
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を
始
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よ
う
」
千
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号

・
鎌
倉
治
子
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Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ

ト
へ
の
課
税
を
め
ぐ
る
議
論
」
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令和６年７月１日から令和７年６月３０日まで

（収入の部） （単位：円）

科目区分 科　　目 予　算　額 前年度予算額 ૿　　減 摘　　要

会 費 会 費 ４５，１４９，５００ ４５，６９９，５００ △５５０，０００令和６年度会費（＠５，５００×８，２０９名）

寄 付 金 寄 付 金 ４，０００，０００ ４，０００，０００ ０税政連サポート募金

　 日税政助成金 １，６００，０００ １，６００，０００ ０日本税理士政治連盟からの助成金

事業収入 機関紙広告料 １３，５７４，０００ １３，５７４，０００ ０東税協、東税データ他協賛広告、ポケットブック広告（東税協）

　 受託事業収入 ３，７４０，０００ ３，３００，０００ ４４０，０００受託事業企画運営費

　 その他事業収入 ８８９，０００ １，２５０，０００ △３６１，０００大会祝金・懇親会費、朝食懇談会会費等

　 事業収入計 （１８，２０３，０００）（１８，１２４，０００） （７９，０００）　

雑 収 入 雑 収 入 １，０００ １，０００ ０受取利息ほか

当期収入合計 ６８，９５３，５００ ６９，４２４，５００ △４７１，０００

　前期繰越金 ３３，３０２，２１４ ３１，１５８，９４３ ２，１４３，２７１

収入合計 １０２，２５５，７１４ １００，５８３，４４３ １，６７２，２７１

（支出の部）

科目区分 科　　目 予　算　額 前年度予算額 ૿　　減 摘　　要

事業活動費 事 業 費 ６，５４０，０００ ７，５００，０００ △９６０，０００国対活動関係（懇談会等）、選対活動
関係、単位税政連との連携活動、ブ
ロック別会議、セミナー・研修会関
係、政策資料・要望書の作成、その他
の事業活動に伴う諸費用

資料作成費 ２００，０００ ３００，０００ △１００，０００頒布用資料作成

後援会助成金 ９００，０００ ９００，０００ ０設立助成金、活動助成金

単位税政連助成金 ３５０，０００ ３５０，０００ ０活動助成金

広報活動費 １２，４５０，０００ １２，４５０，０００ ０機関紙発行（年４回）費用ほか

事業活動費計 （２０，４４０，０００）（２１，５００，０００）（△１，０６０，０００）

組織活動費 会 議 費 ９００，０００ ９００，０００ ０各種会議等に関する費用

大 会 費 ５，９００，０００ ５，６００，０００ ３００，０００大会関係費用

旅費交通費 ２，０００，０００ ２，６００，０００ △６００，０００旅費交通費

渉 外 費 ２，１５０，０００ ２，１５０，０００ ０単位税政連、関係諸団体への祝金ほか

組織活動費計 （１０，９５０，０００）（１１，２５０，０００） （△３００，０００）

日税政分担金 日本税政連分担金 ２９，０２６，８００ ２８，７５３，２００ ２７３，６００日本税理士政治連盟への分担金

経常経費 人 件 費 １４，０００，０００ １４，０００，０００ ０事務局人件費

事 務 費 ６２０，０００ ５８０，０００ ４０，０００事務機器、事務用品、ネット環境利用・保守

事 務 所 費 ２，７００，０００ ２，７００，０００ ０事務室賃料、電気使用料、共益費

通 信 費 ７００，０００ ７００，０００ ０郵便料金、電話・電報料金

印 刷 費 １，９００，０００ １，６００，０００ ３００，０００封筒、名刺、振込用紙等印刷代、コピー代

租 税 公 課 ９７０，０００ ９７０，０００ ０法人税等、消費税等

雑 費 ３５０，０００ ３５０，０００ ０振込手数料ほか

経常経費計 （２１，２４０，０００）（２０，９００，０００） （３４０，０００）

予 備 費 予 備 費 ２０，５９８，９１４ １８，１８０，２４３ ２，４１８，６７１

当期支出合計 １０２，２５５，７１４ １００，５８３，４４３ １，６７２，２７１
参
考

当期収入合計 ６８，９５３，５００

当期収支差額 △３３，３０２，２１４ △３１，１５８，９４３ △２，１４３，２７１ 当期支出合計（予備費を除く） ８１，６５６，８００

次期繰越金 ０ ０ ０ 当期収支差額（　〃　） △１２，７０３，３００

第５８回定期大会での審議の様子

一
　
運
動
方
針

　
真
に
国
民
の
た
め
の
税
理
士

制
度
を
目
指
し
て
、
ま
た
公
平

な
租
税
制
度
を
確
立
し
、
税
理

士
会
が
決
定
し
た
税
理
士
法
改

正
・
税
制
改
正
要
望
を
実
現
す

る
た
め
、
積
極
的
な
政
治
活
動

を
行
う
。

　
さ
ら
に
こ
れ
ら
活
動
の
基
礎

と
な
る
安
定
し
た
組
織
基
盤
を

確
立
し
、
東
京
税
理
士
会
と
の

一
層
の
連
携
を
図
る
。

　
以
上
の
政
策
を
実
現
す
る
た

め
、
本
連
盟
は
令
和
６
年
度
の

運
動
方
針
を
次
の
と
お
り
と

し
、
運
動
を
強
力
に
展
開
す
る
。

１
�
社
会
が
要
請
す
る
国
民
の

た
め
の
税
理
士
制
度
の
確
立

　
税
理
士
制
度
を
取
り
巻
く
環

境
が
ま
す
ま
す
複
雑
化
・
多
様

化
す
る
中
、
税
理
士
の
使
命
を

一
層
自
覚
し
、
日
本
税
理
士
政

治
連
盟
、
単
位
税
政
連
及
び
東

京
税
理
士
会
と
連
携
し
、
社
会

が
要
請
す
る
国
民
の
た
め
の
税

理
士
制
度
の
確
立
を
目
指
す
。

２
�
憲
法
の
理
念
に
立
脚
し
、

納
税
者
の
声
が
反
映
さ
れ
た
公

平
な
租
税
制
度
の
確
立

　
税
務
に
関
す
る
専
門
家
と
し

て
、
憲
法
の
理
念
に
立
脚
し
、

納
税
者
の
声
が
反
映
さ
れ
た
公

平
な
租
税
制
度
の
確
立
を
図

る
。

３
�
税
理
士
会
等
が
取
り
ま
と

め
た
税
制
改
正
意
見
書
等
の
実

現
及
び
税
務
行
政
の
更
な
る
改

善　
日
本
税
理
士
会
連
合
会
及
び

東
京
税
理
士
会
が
取
り
ま
と
め

た
税
制
改
正
に
関
す
る
建
議
書

・
意
見
書
等
を
も
と
に
、
そ
の

実
現
に
向
け
日
本
税
理
士
政
治

連
盟
と
と
も
に
積
極
的
に
活
動

し
、
特
に
納
税
者
の
権
利
利
益

の
擁
護
の
立
場
か
ら
、
税
務
行

政
に
お
け
る
適
正
手
続
の
確
立

に
向
け
活
動
す
る
。

４
�
中
小
企
業
の
た
め
の
企
業

法
制
の
整
備

　
中
小
企
業
の
良
き
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
、
依
然
厳
し
い
経
済

状
況
下
に
あ
る
中
小
企
業
の
経

営
改
善
支
援
施
策
及
び
中
小
企

業
に
相
応
し
い
規
制
と
す
る
た

め
、
企
業
法
制
の
整
備
に
向
け

積
極
的
に
活
動
す
る
。

５
�
税
理
士
の
公
益
的
業
務
へ

の
参
画

　
税
理
士
に
期
待
さ
れ
る
社
会

的
役
割
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
職

能
を
活
か
し
た
登
録
政
治
資
金

監
査
人
、
地
方
自
治
体
・
地
方

独
立
行
政
法
人
等
の
監
査
委
員

等
、
市
区
町
村
に
お
け
る
審
理

員
な
ど
の
公
益
的
業
務
に
積
極

的
に
参
画
し
て
い
く
た
め
の
運

動
を
行
う
。

６
�
社
会
の
変
動
に
対
応
し
た

税
政
連
の
組
織
及
び
運
動
の
確

立　
௿
迷
す
る
組
織
率
の
௿
下
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
単
位

税
政
連
、
東
京
税
理
士
会
及
び

同
支
部
と
連
携
し
、
組
織
強
化

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
納
税
者
と
政
治
を
繋

ぐ
役
割
を
担
い
、
国
民
的
視
点

か
ら
の
政
治
活
動
を
展
開
す

る
。

二
　
重
点
運
動

　
上
記
の
運
動
方
針
に
基
づ

き
、
国
会
及
び
地
方
議
会
関
係

者
に
対
し
、
日
本
税
理
士
政
治

連
盟
、
単
位
税
政
連
、
中
小
企

業
団
体
及
び
消
費
者
団
体
等
と

連
携
し
、
さ
ら
に
マ
ス
コ
ミ
対

策
を
強
化
し
、
次
の
重
点
運
動

を
強
力
に
展
開
す
る
。

１
�
税
理
士
に
対
す
る
信
頼
と

納
税
者
利
便
の
向
上
を
図
る
観

点
か
ら
更
な
る
税
理
士
制
度
の

発
展
を
目
指
し
て
、
税
理
士
会

が
志
向
す
る
税
理
士
法
改
正
の

実
現
に
向
け
た
運
動
を
行
う
。

２
�
税
理
士
制
度
の
根
幹
を
成

す
強
制
入
会
制
度
及
び
税
理
士

業
務
の
無
償
独
占
堅
持
の
た

め
、
関
連
法
制
度
の
改
正
動
向

等
に
適
切
に
対
応
す
る
。

３
�
税
理
士
の
業
務
に
影
響
を

与
え
又
は
職
域
の
侵
害
と
な
る

よ
う
な
諸
制
度
の
動
向
等
に
対

し
て
厳
格
に
対
応
す
る
。

４
�
税
務
に
関
す
る
専
門
家
と

し
て
、
中
小
企
業
に
過
度
な
負

担
を
も
た
ら
す
こ
と
の
な
い
よ

う
、
納
税
者
の
声
が
反
映
さ
れ

た
税
制
改
正
を
実
現
す
る
た
め

の
運
動
を
行
う
。

５
�
本
連
盟
の
政
策
を
実
現
す

る
た
め
の
真
の
代
表
を
国
会
及

び
地
方
議
会
に
送
る
た
め
、
日

本
税
理
士
政
治
連
盟
、
単
位
税

政
連
及
び
国
会
議
員
等
後
援
会

と
連
携
し
つ
つ
強
力
な
運
動
を

行
う
。
ま
た
、
新
た
な
国
会
議

員
等
後
援
会
の
設
立
を
促
進
す

る
。

６
�
納
税
者
の
権
利
利
益
を
擁

護
す
る
立
場
か
ら
、
税
務
行
政

の
改
善
及
び
適
正
手
続
の
確
立

を
図
る
国
税
通
則
法
の
目
的
規

定
の
改
正
と
納
税
者
権
利
憲
章

を
策
定
す
る
た
め
の
運
動
を
行

う
。

７
�
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導

入
が
申
告
納
税
制
度
に
与
え
る

影
響
を
検
討
し
、
適
切
に
対
応

す
る
。

８
�
単
位
税
政
連
、
東
京
税
理

士
会
及
び
同
支
部
と
の
連
携
を

図
り
、
組
織
強
化
及
び
財
政
基

盤
確
立
の
た
め
必
要
な
運
動
を

強
力
に
推
進
す
る
。

９
�
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の

公
会
計
制
度
改
革
（
複
式
簿
記

・
発
生
主
義
会
計
）
の
実
現
の

た
め
の
運
動
を
強
力
に
行
う
。

�
�
国
民
に
信
頼
さ
れ
る
民
主

的
な
租
税
制
度
の
発
展
に
資
す

る
た
め
、
租
税
教
育
及
び
簿
記

会
計
の
普
及
、
促
進
の
た
め
の

運
動
を
行
う
。

�
�
災
害
関
連
税
制
に
つ
い
て

は
、
被
災
者
に
対
し
、
よ
り
一

層
の
税
制
面
か
ら
の
支
援
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
迅
速
な
被
災

者
支
援
を
可
能
と
す
る
た
め
の

税
制
確
立
に
向
け
た
運
動
を
行

う
。

�
�
税
理
士
に
期
待
さ
れ
る
社

会
的
役
割
を
踏
ま
え
て
、
そ
の

職
能
を
活
か
し
た
登
録
政
治
資

金
監
査
人
、
地
方
自
治
体
・
地

方
独
立
行
政
法
人
等
の
監
査
委

員
等
、
市
区
町
村
に
お
け
る
審

理
員
な
ど
の
公
益
的
業
務
に
登

用
さ
れ
る
よ
う
、
単
位
税
政
連
、

東
京
税
理
士
会
及
び
同
支
部
と

連
携
し
て
、
各
団
体
等
へ
働
き

か
け
を
行
う
。

�
�
本
連
盟
の
活
動
状
況
の
広

報
を
充
実
す
る
た
め
、
積
極
的

な
活
動
を
行
う
。

　
令
和
６
年
度
運
動
方
針
に
基

づ
き
、
社
会
の
要
請
す
る
国
民

の
た
め
の
税
理
士
制
度
の
確
立

及
び
税
制
改
正
の
動
向
へ
の
対

応
等
に
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組

む
た
め
、
各
機
関
に
お
い
て
事

業
活
動
を
強
化
し
、
次
の
運
動

を
強
力
に
推
進
す
る
。

一
　
政
策
委
員
会

１
�
本
年
度
運
動
方
針
に
基
づ

き
具
体
的
政
策
を
企
画
立
案
す

る
。

２
�
税
理
士
会
が
志
向
す
る
あ

る
べ
き
税
理
士
制
度
の
構
築
に

向
け
て
検
討
を
行
い
、
必
要
な

施
策
を
講
じ
る
。

３
�
税
制
改
正
及
び
税
務
行
政

の
改
善
に
向
け
検
討
を
行
い
、

必
要
な
施
策
を
講
じ
る
。

４
�
税
理
士
制
度
及
び
他
の
士

業
に
関
す
る
法
制
度
そ
の
他
の

動
向
を
注
視
し
、
必
要
な
施
策

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
本
連
盟

の
長
期
的
政
策
を
検
討
す
る
。

５
�
中
小
企
業
団
体
、
消
費
者

団
体
、
他
士
業
団
体
及
び
報
道

関
係
者
等
と
の
連
携
強
化
策
を

企
画
立
案
す
る
。

６
�
東
京
税
理
士
会
の
関
連
部
・

委
員
会
と
の
連
絡
調
整
を
図

る
。
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議
案
の
説
明
を
す
る
湊
政
策
委
員
長

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
東
京
税
理
士

会
会
長
の
足
達
信
一

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
東
京
税
理
士
政
治
連
盟
第
�
回
定
期
大

会
に
お
招
き
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
本
日
は
、
令
和
６
年
度
運
動
方
針
な
ど

重
要
な
議
案
を
審
議
さ
れ
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
会
長
就
任
以
来
、
重
視
し
て
き
た

こ
と
は
、
支
部
の
活
性
化
と
関
連
団
体
と

の
連
携
強
化
で
す
。
中
で
も
東
京
税
理
士

政
治
連
盟
と
の
関
係
は
、
常
に
最
重
要
視

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
税
制
改
正
に
つ
い
て
は
、
東
京
税
理
士

会
が
税
制
改
正
意
見
書
を
決
定
し
た
後
、

東
税
政
が
議
員
へ
の
陳
情
等
を
行
っ
て
実

現
に
向
け
て
進
ん
で
い
く
と
い
う
構
図
に

な
り
ま
す
。
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
税

理
士
会
の
税
制
改
正
意
見
は
、
税
理
士
業

界
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
日
本
経

済
を
俯
瞰
し
た
意
見
と
な
っ
て
お
り
、
税

政
連
が
そ
の
実
現
を
図
る
と
い
う
こ
と

が
、
ひ
い
て
は
日
本
経
済
の
活
力
に
繋
が

る
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
税
政
連
の
活
動
は
、
税

理
士
法
第
１
条
の
税
理
士
の
使
命
を
全
う

す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
活
動
で
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
税
政
連
の
活
動
に
つ
い

て
、
会
員
の
中
に
は
特
定
の
政
党
や
政
治

家
を
応
援
す
る
、
ま
た
は
議
員
の
後
援
会

活
動
と
混
同
し
て
い
る
方
が
非
常
に
多
い

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
税
理
士
会
の
意
見

を
実
現
す
る
た
め
に
政
治
活
動
を
し
て
い

る
税
政
連
と
い
う
関
係
性
か
ら
み
れ
ば
、

全
く
の
誤
解
で
あ
り
、
誤
解
を
解
く
努
力

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
私
の

執
行
部
で
は
東
税
政
と
の
連
携
強
化
を
掲

げ
、
機
会
あ
る
ご

と
に
会
員
に
税
政

連
活
動
へ
の
理
解

を
求
め
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
こ
の
２
年
間
か
け
て
行
っ
て
お
り

ま
す
全
�
支
部
会
員
と
の
直
接
対
話
に
お

い
て
も
、
税
政
連
の
活
動
、
役
割
に
つ
い
て

周
知
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
�
月
に
な
れ
ば
税
制
改
正
大
綱
が

と
り
ま
と
め
ら
れ
、
税
政
連
活
動
の
成
果

が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
可
能
な

限
り
多
く
の
税
理
士
会
意
見
が
実
現
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

大
会
決
議
文
を
朗
読
す
る
岩
田
幹
事
（
新
宿
税
政
連
）

大
　
会
　
決
　
議
　
１

　
わ
れ
わ
れ
は
、
国
民
に
信
頼

さ
れ
る
税
理
士
制
度
の
確
立
を

目
指
し
て
強
力
に
運
動
を
推
進

す
る
。

大
　
会
　
決
　
議
　
２

　
わ
れ
わ
れ
は
、
税
務
に
関
す

る
専
門
家
と
し
て
、
中
小
企
業

に
過
度
な
負
担
を
も
た
ら
す
こ

と
の
な
い
よ
う
、
納
税
者
の
声

が
反
映
さ
れ
た
税
制
改
正
を
実

現
す
る
た
め
、
強
力
に
運
動
を

推
進
す
る
。

大
　
会
　
決
　
議
　
３

　
わ
れ
わ
れ
は
、
納
税
者
の
権

利
利
益
を
擁
護
し
、
税
務
行
政

の
適
正
手
続
の
確
立
を
図
る
べ

く
、
国
税
通
則
法
改
正
の
実
現

の
た
め
、
強
力
に
運
動
を
推
進

す
る
。

大
　
会
　
決
　
議
　
４

　
わ
れ
わ
れ
は
、
税
理
士
制
度

の
根
幹
を
成
す
強
制
入
会
制
度

及
び
税
理
士
業
務
の
無
償
独
占

の
堅
持
の
た
め
、
強
力
に
運
動

を
推
進
す
る
。

大
　
会
　
決
　
議
　
５

　
わ
れ
わ
れ
は
、
本
連
盟
の
政

策
を
実
現
す
る
た
め
の
真
の
代

表
を
国
会
及
び
地
方
議
会
に
送

る
た
め
、
強
力
に
運
動
を
推
進

す
る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

　
令
和
６
年
９
月
�
日

東
京
税
理
士
政
治
連
盟

第
�
回
定
期
大
会
　
　

二
　
財
務
委
員
会

１
�
単
位
税
政
連
及
び
本
連
盟

各
委
員
会
と
連
携
し
、
会
員
数

૿
強
に
よ
る
会
費
収
納
率
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
サ
ポ
ー

ト
募
金
の
一
層
の
૿
収
に
努

め
、
本
連
盟
組
織
の
持
続
可
能

な
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指
す
。

２
�
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
予

算
執
行
に
努
め
る
。

三
　
組
織
委
員
会

１
�
本
連
盟
の
更
な
る
組
織
強

化
の
た
め
、
単
位
税
政
連
の
会

員
の
૿
強
及
び
活
動
の
充
実
を

図
る
。

２
�
税
理
士
法
人
及
び
税
理
士

関
係
団
体
と
の
協
議
会
な
ど
を

通
じ
て
、
税
理
士
会
員
へ
の
加

入
勧
奨
を
積
極
的
に
行
う
。

３
�
単
位
税
政
連
、
東
京
税
理

士
会
及
び
同
支
部
と
の
一
体
的

活
動
を
図
る
た
め
の
諸
施
策
を

推
進
し
、
そ
の
連
絡
調
整
を
行

う
。

４
�
単
位
税
政
連
会
長
・
幹
事

長
合
同
会
議
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
別

単
位
税
政
連
会
議
を
開
催
す

る
。

５
�
税
理
士
証
票
交
付
式
に
お

い
て
、
新
規
登
録
者
に
対
し
加

入
勧
奨
を
積
極
的
に
行
う
。

６
�
財
務
委
員
会
と
連
携
し

て
、
会
費
及
び
サ
ポ
ー
ト
募
金

の
円
滑
な
収
納
に
努
め
る
。

四
　
国
対
委
員
会

１
�
本
年
度
の
運
動
方
針
に
基

づ
き
、
本
連
盟
の
諸
施
策
実
現

の
た
め
、
国
会
議
員
、
地
方
議

員
等
に
対
し
、
必
要
な
政
治
活

動
を
行
う
。

２
�
税
理
士
制
度
の
更
な
る
発

展
を
目
指
し
、
納
税
者
の
た
め

の
民
主
的
な
税
制
を
確
立
す
る

た
め
、
税
理
士
に
よ
る
国
会
議

員
等
後
援
会
と
連
携
し
、
積
極

的
に
国
会
議
員
等
に
対
し
陳
情

活
動
を
展
開
し
、
そ
の
実
現
を

図
る
た
め
の
活
動
を
行
う
。

３
�
選
挙
ご
と
に
本
連
盟
の
選

挙
対
策
を
企
画
立
案
し
、
各
単

位
税
政
連
及
び
国
会
議
員
等
後

援
会
と
連
携
し
、
選
挙
の
際
の

応
援
活
動
体
制
の
整
備
及
び
強

化
を
図
る
。

４
�
国
会
議
員
、
地
方
議
会
議

員
等
と
の
意
見
交
換
会
等
を
企

画
実
施
す
る
。

５
�
中
小
企
業
団
体
等
と
の
連

携
強
化
を
図
り
、
税
制
改
正
等

に
関
し
、
共
通
す
る
要
望
事
項

等
の
具
体
的
運
動
を
実
施
す

る
。

６
�
公
職
選
挙
法
等
の
理
解

と
、
選
挙
に
対
す
る
正
し
い
認

識
の
研
修
と
普
及
に
努
め
る
。

７
�
政
治
資
金
規
正
法
の
理
解

と
、
適
正
な
政
治
資
金
監
査
の

普
及
に
努
め
る
。

五
　
広
報
委
員
会

１
�
機
関
紙
「
東
京
税
政
連
」

を
発
行
し
、
税
理
士
会
員
に
情

報
の
提
供
を
行
う
。

２
�
各
単
位
税
政
連
及
び
国
会

議
員
等
後
援
会
の
活
動
状
況
を

機
関
紙
等
で
紹
介
す
る
。

３
�
税
理
士
法
改
正
に
関
す
る

動
向
等
を
注
視
し
、
機
関
紙
及

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
会

員
へ
の
情
報
提
供
を
行
う
。

４
�
税
理
士
会
員
、
納
税
者
、

議
員
、
中
小
企
業
団
体
等
に
対

し
て
本
連
盟
の
事
業
活
動
を
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。

５
�
全
国
の
税
理
士
政
治
連
盟

と
交
流
し
、
情
報
の
交
換
を
図

る
。

６
�
「
東
京
税
政
連
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
」
の
適
正
な
運
営
を
図
る

と
と
も
に
、
関
連
委
員
会
と
連

携
し
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
な

情
報
の
提
供
を
行
う
。

六
　
後
援
会
対
策
委
員
会

１
�
国
会
議
員
等
後
援
会
の
設

立
及
び
既
存
の
後
援
会
の
組
織

強
化
と
活
動
活
性
化
を
支
援
す

る
。

七
　
推
薦
審
査
会

１
�
選
挙
ご
と
に
候
補
者
の
推

薦
に
つ
き
審
査
決
定
す
る
。

八
　
規
໿
改
正
推
進
特
別
委
員

会１
�
単
位
税
政
連
に
お
け
る

「
単
位
税
政
連
規
໿
ひ
な
形
」

に
沿
っ
た
規
໿
改
正
の
推
進
を

図
る
。

九
　
衆
議
院
選
挙
区
割
り
対
応

特
別
委
員
会

１
�
衆
議
院
小
選
挙
区
に
お
け

る
区
割
り
改
定
に
伴
う
対
応
策

を
講
じ
る
。

【
第
１
号
議
案
、
第
２
号
議
案
】

　
Ｑ
【
菅
納
代
議
員
（
神
田
税

政
連
）
】

　
い
わ
ゆ
る
裏
金
事
件
の
関
係

議
員
に
対
す
る
対
処
方
針
に
つ

い
て
、
日
税
政
で
は
当
該
議
員

は
推
薦
し
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
東
税
政
で
は
ど
の
よ
う
な

方
針
か
聞
き
た
い
。

東 京 税 政 連（５） 第２３７号２０２４年（令和６年）１１月１日（金曜日） 　　



宮沢洋一議員 木原誠二議員 竹谷とし子議員 落合貴之議員 東秀優日税政会長

※この他にも多数の来賓にご来場いただきました。

都民ファーストの会東京都議団のヒアリング

答弁する菅原幹事長

都
議
会
各
೿
と
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
参
加

　
東
京
都
議
会
各
会
೿
で
は
、

令
和
７
年
度
東
京
都
予
算
編
成

に
当
た
り
、
予
算
要
望
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
議
会
の
質

疑
、
申
入
れ
、
予
算
の
組
替
提

案
な
ど
を
行
う
た
め
、
関
係
団

体
等
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て

お
り
、
本
連
盟
も
参
加
し
て
意

見
を
述
べ
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

当
た
っ
て
は
、
都
政
に
関
す
る

要
望
（
冊
子
／
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）

を
提
出
し
、
要
望
事
項
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　
要
望
事
項
の
説
明
で
は
、
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
表
面
の
税
制
に
関

す
る
要
望
事
項
４
項
目
（
①
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
�
万
円
未

満
の
少
額
減
価
償
却
資

産
を
課
税
対
象
か
ら
除

外
す
る
こ
と
。
②
償
却

資
産
に
係
る
固
定
資
産

税
の
申
告
期
限
、
資
産

の
区
分
を
見
直
す
こ

と
。
③
個
人
事
業
税
に

つ
い
て
課
税
対
象
事
業

の
範
囲
を
見
直
す
こ

と
。
ま
た
、
事
業
主
控

除
額
を
引
上
げ
る
こ

と
。
④
中
小
企
業
に
お

け
る
事
業
税
、
都
道
府

県
民
税
及
び
市
町
村
民

税
並
び
に
個
人
事
業
主

に
お
け
る
住
民
税
、
事

業
税
に
つ
い
て
欠
損
金

の
繰
り
戻
し
還
付
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
。
）

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
さ
ら
に

裏
面
の
複
式
簿
記
・
発
生
主
義

会
計
の
普
及
促
進
や
租
税
教
育

の
普
及
推
進
を
説
明
し
た
ほ

か
、
税
に
関
す
る
行
政
不
服
審

査
に
係
る
審
理
員
に
税
理
士
を

登
用
す
る
こ
と
に
つ
き
、
ご
協

力
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
強
調

し
て
説
明
し
た
。

　
本
連
盟
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
参

加
し
た
都
議
会
会
೿
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
（
日
程
は
す
べ
て

９
月
３
日
／
順
不
同
）
。

・
東
京
都
議
会
自
由
民
主
党

・
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
東
京

都
議
団

・
都
議
会
公
明
党

・
日
本
共
産
党
東
京
都
議
会
議

員
団

・
東
京
都
議
会
立
憲
民
主
党

　
Ｑ
【
木
下
代
議
員
（
日
本
橋

税
政
連
）
】

　
関
連
し
て
、
推
薦
す
る
な
ら

推
薦
す
る
で
、
ど
の
よ
う
な
根

拠
に
基
づ
い
て
推
薦
す
る
の
か

を
明
ら
か
に
し
て
欲
し
い
。
ま

た
、
統
一
教
会
の
問
題
に
つ
い

て
も
解
決
し
て
い
な
い
と
思
う

が
、
同
様
に
対
処
方
針
を
聞
き

た
い
。

　
Ａ
【
菅
原
幹
事
長
】

　
社
会
的
な
注
目
が
あ
っ
た
問

題
に
対
し
て
東
税
政
と
し
て
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
か
と

い
う
懸
念
だ
と
思
う
が
、
先
ほ

ど
第
１
号
議
案
説
明
の
中
で
触

れ
た
と
お
り
、
日
税
政
と
し
て

は
推
薦
し
な
い
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
本
連
盟
が
推
薦
す
る
に

は
選
挙
区
の
会
員
や
役
員
が
支

持
し
応
援
し
て
い
る
こ
と
が
前

提
に
な
る
。
東
税
政
と
し
て
は
、

当
該
議
員
の
税
理
士
制
度
に
関

す
る
理
解
、
税
理
士
法
・
税
制
改

正
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
の

中
で
の
実
績
等
に
加
え
、
地
域

で
の
貢
献
度
合
い
な
ど
、
さ
ら

に
は
今
後
も
税
理
士
会
の
要
望

の
実
現
に
引
き
続
き
尽
力
し
て

も
ら
え
る
議
員
か
ど
う
か
等
が

観
点
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
先
輩
方
が

築
い
て
こ
ら
れ
た
政
治
家
と
の

信
頼
関
係
は
膨
大
な
時
間
と
労

力
を
割
い
て
築
き
上
げ
て
き
た

も
の
な
の
で
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
慎
重
に
判
断
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
統
一
教
会
の
問
題
に
つ
い
て

も
、
同
様
の
推
薦
基
準
に
則
っ

て
審
査
す
る
。

【
第
３
号
議
案
、
第
４
号
議
案
、

第
５
号
議
案
】

　
Ｑ
【
高
木
代
議
員
（
神
田
税

政
連
）
】

　
税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
書

だ
が
、
「
要
望
」
と
い
う
文
言

は
単
に
要
望
す
る
だ
け
で
終
わ

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す

る
。
法
律
上
の
問
題
も
あ
る
が

日
税
連
は
「
建
議
」
、
経
団
連

で
は
「
提
言
」
と
い
う
文
言
を

使
用
し
て
い
る
の
で
、
再
考
し

て
ほ
し
い
。

　
Ａ
【
菅
原
幹
事
長
】

　
昨
今
、
各
方
面
か
ら
、
「
要

望
」
や
「
陳
情
」
な
ど
に
つ
い

て
、
他
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

よ
う
な
文
言
は
な
い
か
と
い
う

意
見
を
い
た
だ
く
。

　
日
税
連
で
は
税
理
士
法
に
規

定
さ
れ
た
建
議
権
に
基
づ
く
も

の
と
い
う
意
味
で
取
り
ま
と
め

た
「
建
議
書
」
、
東
京
会
と
し

て
は
そ
の
建
議
書
の
作
成
に
向

け
た
意
見
書
と
い
う
位
置
づ
け

に
な
る
。
そ
の
建
議
又
は
意
見

を
実
現
す
る
た
め
の
税
政
連
と

し
て
の
「
要
望
」
と
い
う
建
付
け

に
な
っ
て
い
る
。
各
省
庁
や
各

種
各
団
体
か
ら
も
「
要
望
」
と

い
う
形
で
あ
が
っ
て
く
る
。
ご

意
見
は
承
知
し
た
の
で
、
今
後

さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
Ｑ
【
木
下
代
議
員
（
日
本
橋

税
政
連
）
】

　
税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
書

（
概
要
）
の
個
別
要
望
事
項
・

所
得
税
関
係
に
人
的
控
除
額
の

見
直
し
と
あ
る
が
、
具
体
的
に

ど
の
程
度
૿
や
そ
う
と
す
る
の

か
、
金
額
の
想
定
は
あ
る
の
か
。

　
Ａ
【
湊
政
策
委
員
長
】

　
人
的
控
除
૿
額
の
具
体
的
な

金
額
は
今
、
明
確
な
数
字
は
出

し
て
い
な
い
。
給
与
に
関
し
て

の
給
与
所
得
控
除
、
公
的
年
金

に
関
し
て
の
公
的
年
金
控
除
、

こ
れ
ら
を
引
き
下
げ
て
基
礎
的

な
人
的
控
除
を
引
き
上
げ
る
と

い
う
趣
旨
で
要
望
し
て
い
る
。

　
Ｑ
【
石
浦
代
議
員
（
中
野
税

政
連
）
】

　
予
算
の
う
ち
会
費
収
入
に
つ

い
て
、
前
年
比
�
万
円
マ
イ
ナ

ス
の
予
算
額
に
な
っ
て
い
る
。

税
理
士
会
の
会
員
数
が
減
少
し

て
い
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
も
理
解
で

き
る
が
、
東
京

税
理
士
会
の
会

員
人
数
が
減
少

し
て
い
な
い
の

に
マ
イ
ナ
ス
の

金
額
で
予
算
計

上
す
る
の
は
、

東
税
政
の
組
織

率
の
向
上
や
活

動
へ
の
意
欲
が

見
え
な
い
。
意

欲
が
見
え
る
よ
う
な
会
費
収
入

の
予
算
を
見
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
Ａ
【
菅
原
幹
事
長
】

　
現
状
、
東
京
税
理
士
会
の
会

員
数
が
૿
加
し
て
い
る
の
に
対

し
東
税
政
の
会
員
数
は
減
少
し

て
い
る
。
理
由
の
ひ
と
つ
は
、

第
一
線
を
退
い
て
退
会
す
る
人

数
に
比
し
て
新
入
会
員
の
加
入

が
少
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ご
指

摘
の
と
お
り
、
気
持
ち
を
込
め

て
プ
ラ
ス
予
算
に
し
た
い
と
こ

ろ
だ
が
、
実
際
の
活
動
費
の
こ

と
を
考
慮
し
、
現
実
的
な
視
点

か
ら
の
予
算
と
し
て
い
る
。

　
関
連
し
て
組
織
率
に
つ
い
て

は
、
特
に
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど

に
お
け
る
税
理
士
会
員
の
登
録

区
分
な
ど
を
考
え
る
と
、
や
は

り
税
理
士
法
改
正
を
視
野
に
入

れ
て
、
税
理
士
会
員
が
全
員
税

理
士
政
治
連
盟
の
会
員
と
な
る

よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
現
状
で
は
会
員
一
人
一

人
を
勧
誘
し
て
૿
や
す
と
い
う

努
力
と
法
改
正
で
制
度
的
に
会

員
が
૿
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を

作
っ
て
い
け
る
か
を
同
時
に
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の

で
、
皆
さ
ま
方
か
ら
も
ご
意
見

を
い
た
だ
き
た
い
。
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第
１
３
３
回

支
部
対
抗
野
球
大
会

　
令
和
６
年
春
、
第
１
３
３

回
支
部
対
抗
野
球
大
会
に
お

い
て
、
我
が
京
橋
支
部
は
�

年
ぶ
り
に
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
私
が
税
理
士
登
録
し

た
の
が
平
成
�
年
�
月
、
登

録
し
て
す
ぐ
に
入
部
し
た
の

で
、
�
年
間
野
球
部
に
所
属

し
て
、
私
に
と
っ
て
念
願
の

初
優
勝
で
し
た
。
　
　

　
遠
き
道
の
り
で
し
た
。
練

習
を
重
ね
、
徐
々
に
実
力
を

つ
け
て
い
き
、
平
成
�
年
秋

４
位
、
平
成
�
年
春
４
位
、

令
和
４
年
秋
準
優
勝
、
令
和

５
年
秋
準
優
勝
。
そ
し
て
、

令
和
６
年
春
、
や
っ
と
優
勝

し
ま
し
た
。

　
気
が
付
け
ば
私
も
�
歳
。

こ
の
年
に
な
る
ま
で
野
球
を

や
る
と
は
想
像
も
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
本
当
に
続

け
て
き
て
よ
か
っ
た
な
、
と

思
い
ま
す
。
今
後
は
京
橋
の

黄
金
時
代
を
予
感
し
て
い
ま

す
。
私
が
入
部
し
た
当
初
は
、

京
橋
の
暗
黒
時
代
と
言
わ

れ
、
私
も
若
か
っ
た
の
で
、

投
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
チ
ー
ム
に
迷
惑
ば
か
り

か
け
て
い
た
と
ん
で
も
な
い

ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
し
た
が
、
長

年
の
貢
献
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
度
、
優
秀
投
手
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
申
し
訳
な

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
野
球
は
小
学
２
年
生
か
ら

始
め
ま
し
た
が
、
野
球
を
通

じ
て
、
多
く
の
友
人
が
で
き

ま
し
た
。
団
体
ス
ポ
ー
ツ
っ

て
よ
い
で
す
ね
。

第１３３回支部対抗野球大会

優
秀
投
手
賞
の
盾

　
昨
年
の
夏
、
小
学
生
の
息
子

に
、
文
字
通
り
日
本
一
の
景
色

を
見
せ
た
い
と
思
い
、
私
も
初

め
て
富
士
山
に
登
る
こ
と
に
し

た
。
吉
田
ル
ー
ト
の
本
八
号
目

の
山
小
屋
も
予
໿
で
き
た
。

　
事
前
練
習
と
し
て
、
ま
ず
は

高
尾
山
の
６
号
路
を
、
多
め
の

水
を
背
負
っ
て
登
っ
た
。
次
に

神
奈
川
県
の
大
山
を
当
日
を
想

定
し
た
重
さ
の
リ
ュ
ッ
ク
を
背

負
っ
て
登
っ
た
。
や
り
遂
げ
る

意
義
や
、
何
か
を
成
す
に
は
準

備
が
大
切
だ
と
息
子
が
感
じ
て

く
れ
る
事
を
願
っ
た
。

　
い
よ
い
よ
富
士
登
山
。
高
山

病
予
防
に
多
め
の
携
帯
酸
素
を

持
っ
て
、
五
号
目
で
体
を
慣
ら

し
登
山
開
始
。
七
号
目
位
か
ら

は
、
立
ち
止
ま
っ
て
は
酸
素
を

吸
っ
て
、
千
円
の
カ
ッ
プ
麺
で

休
息
を
と
り
、
時
折
見
下
ろ
す

景
色
に
感
動
し
な
が
ら
岩
の
中

を
登
っ
て
い
く
。
夜
、
何
と
か

予
໿
し
て
い
た
山
小
屋
に
到

着
。
日
の
出
と
共
に
登
山
開
始
。

山
頂
で
お
参
り
し
て
、
お
鉢
巡

り
で
一
周
。
無
事
登
り
切
っ
て

見
え
る
景
色
は
さ
ら
に
美
し
か

っ
た
。

　
息
子
の
お
か
げ
で
富
士
山
に

登
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
も
少

し
は
成
長
で
き
た
気
が
す
る
。

事
務
所
の
あ
る
新
宿
か
ら
見
え

る
富
士
山
も
、
今
は
少
し
違
っ

て
見
え
る
。

（
Ｎ
・
Ｋ
）

　
人
生
初
の
長
期
入
院
を
経
験

し
、
し
ば
し
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

期
間
を
満
喫
。
ベ
ッ
ド
の
上
で

ボ
ー
っ
と
し
て
い
る
と
、
テ
レ

ビ
か
ら
「
道
義
的
責
任
と
は
何

の
事
か
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
」

と
い
う
某
知
事
の
発
言
が
流
れ

て
き
た
。
法
的
根
拠
を
終
始
一

貫
主
張
す
る
そ
の
姿
に
、
あ
る

フ
レ
ー
ズ
が

頭
の
中
に
蘇

え
る
。
　
　

　
「
法
律
に
照
ら
し
て
正
し
い

の
が
ジ
ャ
ス
ト
、
己
の
心
に
照

ら
し
て
正
し
い
の
が
フ
ェ
ア
。

ジ
ャ
ス
ト
は
全
能
で
は
な
い
。

君
達
は
フ
ェ
ア
な
行
い
の
で
き

る
人
間
に
な
ら
な
あ
か
ん
。
」

半
世
紀
前
の
恩
師
の
言
葉
、
も

う
一
度
心
に
刻
み
直
し
た
。

（
小
石
川
・
和
田
）

　
十
代
の
子
供
を
持
つ
親
で
あ

る
私
は
、
子
供
達
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

没
頭
し
て
い
る
姿
を
家
で
毎
日

見
か
け
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、

米
国
の
メ
タ
社
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
未

成
年
者
が
性
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
、
ま
た
心
理
的
な
影
響

を
考
慮
し
十
八
歳
未
満
の
利
用

を
制
限
す
る
と
発
表
し
た
。
そ

の
発
表
で
は

フ
ォ
ロ
ワ
ー

し
か
投
稿
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
閲

覧
、
受
け
取
れ
ず
、
一
定
の
動

画
も
閲
覧
も
で
き
な
く
な
る
。

　
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
親
、

学
校
ま
で
含
め
、
こ
う
し
た
社

会
問
題
を
解
決
し
、
子
供
達
の

環
境
を
整
え
る
の
は
大
人
の
責

務
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
思
う
。

（
立
川
・
川
里
）

【掲載は開催日順】

Ｒ６・８・�
伊藤達也を囲む税理士の会・長島
昭久を囲む税理士の会　合同定期
総会・国政報告会

Ｒ６・９・９

税理士による松原仁を囲む会　
総会

Ｒ６・９・�

東日本の税理士による片山さつき
後援会　定時総会

Ｒ６・９・�
海江田万里を囲む税理士の会　衆
議院副議長公邸見学及び研修会

　ホームページには本連盟の

情報が満載です。是非アクセ

スしてください。
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